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私は本発表に関連して 

開示すべきCOIはありません 



高齢者､ 

PS不良患者 
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病変が同側胸郭内に加え、
対側縦隔、対側鎖骨上窩 

リンパ節までに限られており、
悪性胸水、心嚢水を 

有さないもの 
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嘔吐･下痢の
懸念､間質性
肺炎合併の
場合 
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限局型の範囲
を超えるもの 

PS3ではこちら
のレジメンを 

使用 



放射線療法 

との併用時は 
4週毎 





ﾌﾟﾗﾁﾅ製剤/ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞの副作用 

• 腎障害(ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ>ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ)：大量補液､ 
利尿薬 

• 消化器毒性(ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ>ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ)：制吐薬 

• 神経毒性(ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ>ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ)：総投与量 
(300mg/㎡以上：4ｺｰｽ目で達するﾚｼﾞﾒﾝ多い) 

• 血小板減少(ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ>ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ) 

• 脱毛(ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ) 

がん化学療法副作用対策ハンドブック第3版より 



 

 

• 小細胞肺癌の治療薬剤は選択肢が少なかっ
たが、進展型小細胞肺癌(PS 0-1)に対し、ﾌﾟﾗ
ﾁﾅ製剤+ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ療法にPD-L1阻害薬の上乗
せが承認され、推奨の強さ：1となった 

• 併用時は免疫関連有害事象(irAE)に注意 
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